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感染病伝搬モデル の 研 究 

研究対象 

2003年に発生したSARSや現在（2009年６月）も猛威を

ふるっている新型インフルエンザなど最近人類を脅かす感

染病が出現してきている．そこで，感染病が広がるリスク

を抑えるため，感染病の流行が発生した時の感染者の増

加傾向や流行規模を予測する感染病伝搬モデルを作成

して感染病の拡大化を防ぐ準備の必要性がある． 

国が感染病蔓延した場合に必要となるワクチンの数や感染者数の指標として

使用するためには，精度の高い感染病伝搬モデルの作成が重要となる．そこ

で実在の都市における感染の拡大がシミュレーションできる新しいモデルの構築を目的とする． 

研究目的 

新しい予測モデルの作成 

MADEモデル 

微分方程式モデル（SEIRモデル） 

1920年代にケルマックとマッケンドリックによって考案された伝染病モデル．

微分方程式を用いて，その地域に蔓延する感染者数などの数を推定する．  MASとSEIRモデルを組み合わせた

モデル．おもに時間短縮を目的とし

ている．初期に時間のかかるMASで

シミュレーションし，途中からSEIRモ

デルに切り替えて計算する． 

MAS（マルチエージェントシミュレーション） 

 ※MASの特徴 

長所：詳細な設定のモデル作成が可能 

短所：計算時間が膨大 

MASは，環境，エージェント（人間），ルールとい

う３つの要素から構成される個人をベースとし

たモデルであり，人のネットワーク関係を模擬し

て擬似的な感染伝搬を発生させる方法である． 

MAS SEIR ＋ 

= 

新しいモデル 

MASの概要（仮想都市の設定） 

 SEIRの微分方程式 

 

強い感染力を持った病気が街に侵入すると… 

感染蔓延の予測を行う 

 ※MADEの計算方法 

最初はMASで計算を行

い，MASの結果を用いて

得られたパラメータを

使ってSEIRモデルの計算

に切り替えてシミュレー

ションを継続する 

MAS SEIR 

○パラメータ算出方法

MADE 

 ※SEIRの特徴 

長所：計算時間が短い 

短所：詳細な設定が困難 

感染病 


